
後井古墳
ご い こ ふ ん

県指定史跡

指定年月日：昭和 53年 3月 31日
所 在 地：宿井字後井 425番地 他

後井古墳は、地方主要道『光上関線』にある跨線橋“さかえ橋”の東側、田布施町城南
こ せんきょう

地域の秋葉山に所在します。1号墳は 6世紀末から 7世紀初頭の円墳です。埋葬施設は片袖
あきばやま

式の横穴式石室であり、山口県下最大規模です。当時の首長墓とされています。1号墳と接
して 2号墳があり、ほぼ同時期に造られた前方後円墳とみられています。1号墳の玄室内に
ある社は火の神様『秋葉様』で、現在も地元の方々によりお祭りがなされています。

1号墳のみ自由に見学可能です。また、田布施町郷土館にて、1号墳石室の 1/2模型や解
説を見ることができます。
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